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平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
市
の
最
優
先
課
題

で
あ
る
財
政
の
健
全
化
を
積
極
的
に
進

め
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・

効
率
的
に
配
分
し
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
福
祉
、
環
境
及

び
教
育
施
策
な
ど
の
円
滑
な
実
施
を
引

き
続
き
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が

１
２
９
億
５
、
９
７
７
万
円
（
前
年
度

当
初
比
８
・
３
％
減
）、
特
別
会
計
（
12

会
計
）
が
１
１
６
億
２
、
３
８
９
万
円

（
前
年
度
当
初
比
33
・
６
％
減
）、
事
業

会
計
（
２
会
計
）
が
28
億
４
、
６
７
１

万
円
（
前
年
度
当
初
比
10
・
４
％
減
）、

全
会
計
の
総
額
は
２
７
４
億
３
、０
３
７

万
円
（
前
年
度
当
初
比
21
・
２
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
、

徴
収
率
の
向
上
な
ど
前
年
度
実
績
見
込

み
な
ど
か
ら
前
年
度
当
初
比
３
・
５
％

（
１
億
５
、
７
３
１
万
円
）
の
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
と
地
方

の
税
収
偏
在
の
是
正
策
と
し
て
特
別
枠

の
地
方
再
生
対
策
費
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
や
税
収
の
動
向
な
ど
か
ら
、
前
年
度

と
比
べ
て
地
方
交
付
税
は
６
・
１
％
（
２

億
５
千
万
円
）
の
増
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
６
・
１
％
（
３
、
１
０
０
万
円
）

の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
教
育
施
設
の
耐
震

　

化
に
伴
う
調
査
経
費
、
合
併
関
連
事
業

で
あ
る
市
道
南
北
線
新
設
の
工
事
費
や

美
術
館
の
整
備
に
伴
う
設
計
経
費
な
ど

の
ほ
か
、
防
災
対
策
事
業
、
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
年
々

増
加
す
る
医
療
費
や
介
護
経
費
の
社
会

保
障
費
な
ど
に
も
対
応
し
た
配
分
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
経
費
の
財
源
を
捻
出
す
る

た
め
、
財
政
健
全
化
計
画
な
ど
に
沿
っ

て
、
経
常
的
経
費
の
削
減
や
投
資
的
事

業
の
抑
制
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
全
て
の
財
源
不
足
の
解
消

に
は
至
ら
ず
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
や
む
を
得
ず
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と

お
り
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
中
期
財

政
試
算
で
、
こ
の
ま
ま
の
行
政
運
営
を

続
け
れ
ば
、
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す

る
最
悪
の
事
態
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、

本
市
の
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
財
政
健
全
化
計
画
や
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
平

成
22
年
度
に
か
け
て
集
中
的
に
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
、
経
常
的
経

費
の
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
投

資
的
事
業
の
見
直
し
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
繰
出
金
の
抑
制
な
ど
を
実
施
し
、

よ
り
強
力
に
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

予
算
の
概
要

財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況 安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

 

財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
に

財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
に

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

 

財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
に

平
成
平
成
20
年
度
市
の
予
算
と
主
な
取
り
組
み

年
度
市
の
予
算
と
主
な
取
り
組
み

平
成
20
年
度
市
の
予
算
と
主
な
取
り
組
み

特 

集

財政健全化に向けた取組状況（経常的経費等の削減等効果）
区　分 効果額 主なもの

人件費の抑制

事務事業及び内部
管理経費の見直し

各種補助金等の見直し

公債費等の抑制

計

受益者負担の適性化・
その他の収入確保

88

217

363

41

9

8

職員数の削減（8人減：一般会計及び特別会計）
特別職の給料カット拡大（市長25％・副市長20％・教育長17％・病院事業管理者12％）
管理職手当のカット（10～20％）
時間外勤務手当・投票所削減等選挙事務経費の抑制

上寺山楽々園調理業務の民間委託・松くい虫予防事業の廃止
小学校プール利用の見直し・旅費宿泊日当の見直し

各種団体活動補助金等の見直し
火葬補助金の見直し・政務調査費交付金の見直し

火葬場使用料の見直し
延長保育料・一時保育料の見直し

公的資金補償金免除繰上償還に伴う影響額

※普通会計ベース（特別会計及び事業会計に係るものは普通会計からの繰出額）

使用料・手数料（1.5％）
1億9,287万円

分担金・負担金（1.7％）
2億2,209万円

繰入金（1.9％）
2億5,181万円

財産収入・寄附金・繰越金（0.3％）
3,907万円

地方譲与税・各種交付金（5.3％）
6億9,500万円

県支出金（5.4％）
7億264万円

市債（6.8％）
8億8,020万円

諸収入（2.1％）
2億6,657万円

衛生費（10.8％）
14億547万円労働費（0.1％）

1,900万円

商工費（1.1％）
1億4,226万円

土木費（6.6％）
8億5,238万円

消防費（4.4％）
5億7,598万円

教育費（10.4％）
13億4,348万円

公債費（15.0％）
19億5,028万円

予備費（0.2％）
3,000万円

議会費（1.7％）
2億238万円

農林水産業費（9.5％）
12億2,474万円

歳 入

歳 出
〈目的別〉

一般会計　129億5,977万円

市税（35.7％）
46億2,288万円

地方交付税（33.5％）
43億4,000万円

国庫支出金（5.8％）
7億4,664万円

自主財源
（43.2％）依存財源

（56.8％）

  129億
 5,977万円

総務費（12.1％）
15億7,431万円

民生費（28.1％）
36億3,949万円

ね
ん
し
ゅ
つ

（単位：百万円）

23


